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ら
暦
上
で
最
も
寒
い
大
寒
に

産
ま
れ
た
大
寒
卵
は
滋
養
に

富
み
、
強
運
を
持
つ
と
信
じ

ら
れ
て
き
た
。

三
廻
部
で
養
鶏
を
営
む
山

本
康
衛
さ
ん
、
純
子
さ
ん
夫

妻
も
大
寒
卵
を
出
荷
。
山
本

さ
ん
夫
妻
は
早
朝
か
ら
産
み

た
て
の
有
精
卵
を
集
め
、
出

荷
作
業
に
励
ん
だ
。

純
子
さ
ん
は
「
卵
を
食
べ

た
人
に
健
康
と
強
運
を
運
ん

で
く
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。

「
大
寒
」
に
産
ま
れ
た
卵

は
健
康
運
と
金
運
が
上
が
る

と
言
わ
れ
て
い
る
縁
起
物

だ

日
じ
ば
さ
ん
ず
に
も

｢

大
寒
卵｣

が
並
び
、
来
店
者

か
ら
人
気
を
集
め
た
。

鶏
は
、
寒
い
時
期
ほ
ど
飲

み
水
を
減
ら
し
て
餌
を
多
く

食
べ
る
が
、
産
卵
数
は
少
な

く
な
る
。
そ
の
た
め
、
昔
か

い
。
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る

人
も
い
る
の
で
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

い
」
な
ど
と
好
評
だ
っ
た
。

北
村
順
子
代
表
は
「
正
月

で
疲
れ
た
胃
を
休
め
て
健
康

に
１
年
を
過
ご
し
て
ほ
し

も
入
れ
た
。
来
店
者
か
ら
は

「
素
材
の
味
が
生
か
さ
れ
て

い
て
お
い
し
い
」
「
家
で
も

餅
を
入
れ
て
作
っ
て
み
た

草
の
日
」
に
合
わ
せ
て

年

以
上
前
か
ら
活
動
を
続
け
て

い
る
。
春
の
七
草
で
あ
る
カ

ブ
や
ダ
イ
コ
ン
の
他
に
、
そ

の
時
期
に
用
意
で
き
る
地
場

産
農
産
物
を
持
ち
寄
っ
て
調

理
し
て
い
る
。

今
年
は
ニ
ン
ジ
ン
や
小
松

菜
な
ど
を
用
意
。
カ
ブ
は
軟

ら
か
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
大
き
め
に
、
ニ
ン
ジ
ン
は

火
が
通
り
や
す
い
よ
う
に
細

か
く
切
る
な
ど
野
菜
に
合
わ

せ
て
大
き
さ
を
調
整
し
た
。

食
感
に
と
ろ
み
が
付
く
よ

う
、
２
㌢
角
ほ
ど
の
切
り
餅

６
日
に
は
、
野
菜
ソ
ム
リ

エ
の
資
格
を
持
つ
農
家
で
組

織
す
る
「
は
だ
の
野
菜
ソ
ム

リ
エ
倶
楽
部
（
く
ら
ぶ
）
」

が
、
地
場
産
農
産
物
を
使
っ

た
七
草
が
ゆ
約
３
０
０
食
を

来
店
者
に
振
る
舞
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
「
伝
統
行
事

の
大
切
さ
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
、
「
七

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

ん
は
「
直
売
所
を
飾
り
付
け

て
盛
り
上
げ
た
か
っ
た
。
伝

統
行
事
や
地
産
地
消
の
大
切

小
正
月
に
合
わ
せ
て
、
出
荷

者
グ
ル
ー
プ
「
よ
め
っ
娘
」

の
メ
ン
バ
ー
が
毎
年
飾
り
付

け
て
い
る
も
の
。
華
や
か
な

飾
り
は
多
く
の
来
店
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
地
粉
で
作
っ

た
赤
、
黄
、
白
、
緑
の
繭
玉

約
５
０
０
個
を
コ
ナ
ラ
の
枝

に
装
飾
。
土
台
と
な
る
石
臼

の
周
り
に
は
、
今
年
の
干
支

（
え
と
）
に
ち
な
ん
だ
イ
ノ

シ
シ
の
飾
り
の
他
、
五
穀
豊

穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
を
祈
願

し
て
落
花
生
型
の
も
の
や
、

同
店
の
商
売
繁
盛
の
願
い
を

込
め
た
小
判
を
模
し
た
も
の

な
ど
も
配
置
し
た
。

来
店
者
か
ら
は
「
い
ろ
い

ろ
な
形
の
団
子
が
あ
っ
て
楽

し
い
」
「
ど
ん
ど
焼
き
を
思

い
出
す
機
会
に
な
っ
た
」
な

ど
と
声
が
掛
か
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
栗
原
悦
子
さ

９
日
に
は
、
色
鮮
や
か
な

「
ど
ん
ど
焼
き
の
団
子
飾

り
」
が
登
場
し
た
。

日
の

っ
た
。

終
了
後
に
は
、
Ｊ
Ａ
が
地

域
振
興
作
物
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
葉
ニ
ン
ニ
ク
を
出

席
者
に
手
渡
し
、
取
り
組
み

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
。

ん
で
い
き
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
た
。
出
席
者
は
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が

ら
親
睦
を
深
め
、
地
域
農
業

の
発
展
に
向
け
て
今
後
も
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合

い
た
。
役
職
員
を
は
じ
め
、

高
橋
昌
和
市
長
や
久
保
寺
邦

夫
、
神
倉
寛
明

両
県
議
会
議
員

ら

人
が
出
席

し
、
新
た
な
１

年
の
幕
開
け
を

祝
っ
た
。

山
口
政
雄
組

合
長
は
「
組
合

員
の
Ｊ
Ａ
へ
の

さ
ら
な
る
結
集

を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
農

商
工
が
連
携
し

た
〝
オ
ー
ル
秦

野
〟
で
地
域
活

性
化
に
取
り
組

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
本

所
で
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開

｢

か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ｣

２
月

日(

日)

に

ｔ
ｖ
ｋ
で
放
送

２
月

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
、
ｔ
ｖ
ｋ

「
か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ
」
で
ひ
な
祭
り
を
テ
ー
マ

に
秦
野
市
内
の
農
家
や
店
を
紹
介
し
ま
す
。
出
演

者
と
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
平
沢
の
山
口
洋
子
さ
ん
の
桃
の
花
②
野
菜
ソ

ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ
農
家
グ
ル
ー
プ
と
太
巻
き

寿
司
作
り
③
千
村
の
杉
本
美
佳
子
さ
ん
が
飼
育
す

る
羊
と
の
触
れ
合
い
と
羊
毛
小
物
づ
く
り
④
並
木

町
の
丹
沢
ベ
ー
カ
リ
で
パ
ン
作
り
⑤
じ
ば
さ
ん
ず

情
報

平
成

年
分
確
定
申
告
の
受
け
付
け

を
２
月

日
（
月
）
～
３
月
８
日(

金)

ま
で
各
支
所
・
支
店
で
行
い
ま
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
、
事
前
に
各
支
所
・
支
店
へ
ご

連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
）
申
告
に
も
対
応
し
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
伴
い
、

年
分
以
降
の
申
告
手
続
き

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人

確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。詳

し
く
は
各
支
所
・
支
店
ま
た
は
組

織
教
育
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１
４

確定申告のご相談はＪＡへ
ｅ－Ｔａｘにも対応

新年を迎え、地元の農家がじばさんずで正月行事にちなんだ取り組みを続々と

行った。市内外から訪れた多くの来店者に、伝統行事の大切さを伝えるととも

に、秦野産の農産物の魅力をＰＲした。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

秦
野
市
内
で
農
家
や
加
工
グ
ル
ー
プ
が
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
、
加
工
品
の
開
発
や
伝
統
あ
る
特
産

品
を
継
承
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
は
加
工
品
を
通
じ

た
消
費
拡
大
を
視
野
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

市
内
で
加
工
品
の
開
発
成
果

女の子のマー

クが付いた「み

んなのよい食プ

ロジェクト」っ

てのぼり旗を見たんだけ

ど、どういう内容なの？

ＪＡグループ

が2008年から進

めているプロジ

ェクトで、心と

体を支える食の大切さ、

国産・地元産の豊かさ、

それを生み出す農業の価

値を伝えて、国産・地元

産と日本の農業のファン

になってもらおうという

運動なのよ。県内のＪＡ

はプロジェクトの一環で

さまざまな活動をしてい

て、ＪＡはだのは毎年

月３日の協同組合フェス

タで、青年部員と共に秦

野産農産物のＰＲ活動を

行っているわ。

農業の魅力を

多くの人に伝え

ているんだね。

教えてくれてあ

りがとう。

日
本
の
農
業
の
フ
ァ
ン
づ
く
り

名古木の

堀川
ほ り か わ

昭夫
あ き お

さん()



地
域
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い

小
金
沢
生
産
組
合
の
生

産
組
合
長
を
務
め
る
名
古

木
の
堀
川
昭
夫
さ
ん
。
長

崎
県
出
身
で
、
も
と
も
と

自
動
車
に
興
味
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
高
校
卒
業
後

は
伊
勢
原
市
に
あ
る
自
動

車
部
品
を
製
造
す
る
会
社

に
就
職
。
結
婚
を
機
に
秦

野
市
へ
移
り
住
み
、
休
日

に
は
妻
の
実
家
で
農
業
を

手
伝
い
始
め
た
。

し
か
し
、
長
期
の
単
身

赴
任
中
に
妻
の
両
親
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
、
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
畑
は
荒
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
友
人
と
協

力
し
、
重
機
な
ど
を
活
用

し
て
整
備
。
現
在
は
約
１

㌶
を
管
理
し
な
が
ら
、
か

ん
き
つ
類
や
野
菜
の
栽
培

に
汗
を
流
し
て
い
る
。

堀
川
さ
ん
は
年
間
を
通

じ
て
ミ
カ
ン
や
ダ
イ
コ
ン

な
ど
合
計

品
目
ほ
ど
を

栽
培
。
「
使
用
す
る
農
薬

は
で
き
る
限
り
抑
え
て
育

て
る
」
こ
と
が
こ
だ
わ
り

だ
。
「
か
ん
き
つ
類
は
植

え
て
４
年
目
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
育
て
て
、
じ

ば
さ
ん
ず
に
出
荷
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
る
。
生
産
組
合

長
や
農
業
委
員
な
ど
を
務

め
、
地
域
の
農
業
活
性
化

に
向
け
て
積
極
的
に
活

動
。
農
家
の
仲
間
と
連
携

し
、
害
獣
の
侵
入
を
防
ぐ

防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
荒

廃
農
地
の
解
消
作
業
な
ど

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

忙
し
い
日
々
の
中
で
、

趣
味
の
時
間
も
大
切
に
し

て
い
る
。
長
年
続
け
て
い

る
読
書
は
自
分
の
中
で
ル

ー
ル
を
決
め
、
毎
月
２
冊

ず
つ
読
む
よ
う
に
心
掛
け

て
い
る
。
美
術
に
も
関
心

が
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
展

覧
会
に
足
を
運
ぶ
他
、
東

公
民
館
で
は
月
に
２
回
、

水
彩
画
を
習
っ
て
い
る
。

堀
川
さ
ん
は
「
地
域
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
の

で
、
子
ど
も
育
成
会
を
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
子

ど
も
た
ち
が
農
作
業
を
体

験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
企
画
し
て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

雪
が
舞
う
中
で
そ
り
遊
び
を
満
喫

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
４
、
５
の
両
日
、

新
潟
県
南
魚
沼
市
で
「
冬
休
み
子
ど

も
村
」
を
開
い
た
。
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
伝
統
文
化
の
大
切
さ

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
農
業
や
Ｊ
Ａ

の
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
。
秦
野
市
内
の
小
学
３

～
６
年
生

人
が
参
加
し
た
。

児
童
は
、
そ
り
遊
び
や
か
ま
く
ら

作
り
な
ど
の
雪
国
な
ら
で
は
の
体
験

を
満
喫
。
完
成
し
た
か
ま
く
ら
の
中

で
地
元
民
に
よ
る
民
話
の
朗
読
に
耳

を
傾
け
た
他
、
現
地
の
米
を
使
用
し

た
餅
つ
き
も
体
験
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ

の
事
業
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ク
イ

ズ
な
ど
を
通
じ
て
、
食
と
農
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

児童が雪国体験満喫
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
唱
え
る

「
農
協
改
革
」
の
議
論
が
節
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ

が
取
り
組
ん
で
き
た
自
己
改
革
の
成
果

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
農

業
協
同
組
合

と
し
て
の
さ

ら
な
る
機
能

発
揮
が
求
め

ら
れ
て
い
ま

す
。Ｊ

Ａ
は
だ

の
で
は
、
こ
の
よ
う
に
情
勢
が
変
化
す

る
中
、
さ
ら
な
る
農
業
振
興
と
協
同
組

合
運
動
の
躍
進
に
向
け
て
、
「
第
五
次

中
期
経
営
計
画
」
初
年
度
の
取
り
組
み

を
実
践
し
ま
す
。

組
織
運
営
で
は
、
組
合
員
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、
組

合
員
主
体
の
Ｊ
Ａ
づ
く
り
を
一
層
進

め
、
組
合
員
と
農
業
・
Ｊ
Ａ
と
の
関
係

強
化
に
努
め
ま
す
。

営
農
指
導
事
業
で
は
、
「
は
だ
の
都

市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し

て
、
「
第
三
次
地
域
農
業
振
興
計
画
」

の
確
実
な
実
践
に
努
め
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の

営
農
経
済
改
革
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
農
業
形
態
に

即
し
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
営
農
指
導

員
の
育
成
と
都
市
農
業
の
保
全
・
活
用

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農
業
の
担
い

手
に
出
向
く
営
農
担
当
者
）
を
中
心
と

し
た
指
導
体
制
の
充
実
と
農
業
経
営
を

支
援
す
る
提
案
力
を
強
化
し
ま
す
。

販
売
事
業
で
は
、
「
安
全
・
安
心
」

「
地
産
地
消
」
の
推
進
に
よ
る
農
産
物

の
供
給
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
買
い
取
り
販
売
の
一
元
化
や

集
荷
体
制
の
研
究
、
生
産
者
が
Ｊ
Ａ
へ

出
荷
す
る
価
格
メ
リ
ッ
ト
や
省
力
化
メ

リ
ッ
ト
の
向
上
に
よ
る
農
業
所
得
の
増

大
を
図
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
組
合
員
と
共
に
基

本
理
念
で
あ
る
「
夢
の
あ
る
農
業
と
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
豊
か
な
社
会
を
地
域
で

き
ず
く
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

組
合
員
と
共
に
基
本
理
念
の
実
現
へ

代
表
理
事
組
合
長

山
口

政
雄

賀
詞
交
歓
会
で
新
年
祝
う

地
域
活
性
化
へ
の
協
力
誓
う

万歳三唱で締めくくった

地
場
産
で
１
年
健
康
に

健
康･

金
運
ア
ッ
プ
祈
念

新年迎えたじばさんず

伝
統
行
事
伝
え

農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

伝
統
行
事
伝
え

農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

団子を飾り付けるメンバー

鮮
や
か
に
直
売
所
演
出

団
子
飾
り

団
子
飾
り

大
寒
卵

大
寒
卵

七
草
が
ゆ

七
草
が
ゆ

七
草
が
ゆ
を
振
る
舞
う
北
村
代
表
㊧
ら

人気を集めた大寒卵

(://-/)（） 年(平成31年)月日(土曜日) 年(平成31年)月日(土曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

百
寿)

▽
大
根
地
区
＝
宮
川
金
次

（
鶴
巻
南
）

▽
北
地
区
＝
山
口
美
代

（
横
野
）

▽
上
地
区
＝
大
澤
武
司

（
三
廻
部
）


歳(

米
寿)

▽
南
地
区
＝
多
田
ヨ
シ
子

（
西
大
竹
）
小
宮
幸
博
（
平

沢
）
飯
田
利
光
（
尾
尻
）

▽
北
地
区
＝
伊
澤
浅
子

（
横
野
）

▽
西
地
区
＝
松
本
好
子

（
堀
川
）
岡
廣
義
彦
（
曲

松
）▽

上
地
区
＝
府
川
マ
チ

（
菖
蒲
）


歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
青
木
明
江

（
南
矢
名
）
青
木
日
出
子

（
南
矢
名
）

▽
本
町
地
区
＝
石
田
博
子

（
寿
町
）

▽
東
地
区
＝
関
野
郁
男

（
落
合
）
関
野
サ
ダ
子
（
落

合
）
井
上
昭
雄
（
名
古
木
）

▽
北
地
区
＝
岡
村
良
子

（
横
野
）
鈴
木
ケ
イ
子
（
横

野
）▽

西
地
区
＝
小
野
淑
子

（
千
村
）
長
沼
か
つ
い
（
堀

山
下
）

▽
上
地
区
＝
和
田
宣
子

（
柳
川
）
武
井
正
美
（
柳

川
）※

自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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儴
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盤
上
で
熱
戦

新
春
！
囲
碁

将

棋

大

会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
本

所
で
「
新
春
！
囲
碁
将
棋
大

会
」
を
開
い
た
。
囲
碁
の
部

に

人
、
将
棋
の
部
に

人

が
参
加
。
囲
碁
、
将
棋
と
も

に
４
局
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◇
囲
碁
Ａ
▽
優
勝
＝
石
井

豊
（
尾
尻
）

◇
囲
碁
Ｂ
▽
優
勝
＝
牧
野

竹
雄
（
渋
沢
）

◇
将
棋
▽
優
勝
＝
加
賀
幸

治
（
横
野
）

す
る
Ｊ
Ａ
東
京
中

央
会
が
、
全
国
各

地
の
Ｊ
Ａ
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
昨
年
か
ら

開
い
て
い
る
も

の
。
期
間
中
は
焼

き
芋
の
食
べ
比
べ

イ
ベ
ン
ト
が
毎
日

実
施
さ
れ
、
２
日
目
に
は
Ｊ

Ａ
は
だ
の
が
出
品
し
た
「
べ

に
は
る
か
」
が
見
事
１
位
に

輝
い
た
。

店
頭
に
は
、
全
国
の
９
Ｊ

Ａ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
日
替
わ

り
で
並
び
、
多
く
の
来
店
者

で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
食
べ
比
べ

イ
ベ
ン
ト
に
「
べ
に
は
る

か
」
と
「
安
納
芋
」
を
出
品

し
た
他
、
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス

イ
ー
ト
」
な
ど
も
販
売
し
、

良
質
な
秦
野
産
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
。

秦
野
産
に
軍
配

さ
つ
ま
い
も
フ
ェ
ア

食
べ
比
べ
で
人
気

東
京
都
渋
谷
区
に
あ
る
Ｊ

Ａ
東
京
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
８

～

日
、
「
さ
つ
ま
い
も
フ

ェ
ア
」
が
開
か
れ
た
。
主
催

部
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
、

バ
ラ
部
、
鉢
物
部
、
一
般
切

花
研
究
会
が
切
り
花
２
５
０

本
と
鉢
花

鉢
を
用
意
。
ロ

ビ
ー
に
設
け
た
記
念
撮
影
ブ

ー
ス
に
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
や
バ
ラ
、
ユ
ー
ス
ト
マ
な

ど
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
大
型
の

花
台
の
他
、
松
竹
梅
の
枝
物

を
配
置
。
足
元
は
パ
ン
ジ
ー

や
ハ
ボ
タ
ン
な
ど
を
植
え
付

け
た
鉢
植
え
で
彩
っ
た
。
檀

上
に
は
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
を

ず
ら
り
と
並
べ
た
。


日
の
式
当
日
は
、
記
念

撮
影
ブ
ー
ス
の
前
で
写
真
を

撮
る
多
く
の
新
成
人
で
、
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

和
田
稔
部
会
長
は
「
部
会

員
が
丹
精
し
て
育
て
た
花

が
、
新
成
人
の
思
い
出
の
一

つ
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
華

や
か
な
気
持
ち
で
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
も
ら
え
た

ら
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

付
け
た
。
部
会
員

人
が
、

文
化
会
館
の
ロ
ビ
ー
や
壇
上

を
色
鮮
や
か
に
装
飾
し
、
新

成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
福

し
た
。

部
会
を
構
成
す
る
露
地

花
き
部
会
は

日
、
秦
野

市
の
成
人
式
会
場
に
色
と
り

ど
り
の
地
場
産
の
花
を
飾
り

的
確
に
把
握
し
、
効
果
的
に

情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
上
が
っ

た
。

「
農
の
担
い
手
み
ん
な
の
倉

庫
が
で
き
た
こ
と
で
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
る
」
「
Ｔ
Ａ

Ｃ
に
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

て

人
が
出
席
し
た
。

両
者
は
、
体
験
型
農
園
の

普
及
や
落
花
生
の
生
産
振

興
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農
業
の

担
い
手
に
出
向
く
営
農
担
当

者
）
活
動
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
。
部
員
か
ら
は

Ｊ
Ａ
役
職
員
と

意
見
を
交
わ
す

青
年
部
が
学
習
会

青
年
部
は

日
、
本
所
で

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
学
習
会
を
開

き
、
Ｊ
Ａ
事
業
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。
今
後
の
Ｊ

Ａ
運
営
に
若
手
農
家
の
声
を

反
映
さ
せ
よ
う
と
、
定
期
的

に
開
い
て
い
る
も
の
。
青
年

部
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
合
わ
せ

始
。
今
後
も
被
害
軽
減
に
向

け
、
農
家
と
連
携
し
な
が
ら

対
策
を
進
め
て
い
く
。

か
と
お
か
ら
を
配
合
し
て
発

酵
さ
せ
た
独
自
の
餌
を
作

り
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
配
布

し
、
そ
の
効
果
の
検
証
も
開

れ
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
の

精
米
機
か
ら
出
る
米
ぬ
か
を

提
供
す
る
こ
と
も
検
討
し
た

が
、
安
定
供
給
が
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
生
産
者
に
協
力

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
６
軒
の

生
産
者
か
ら
米
ぬ
か
や
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
が
集
ま
っ
た
。

農
産
物
の
提
供
を
受
け
た

菩
提
の
高
梨
福
太
郎
さ
ん
は

「
今
ま
で
は
工
夫
し
て
餌
を

集
め
て
い
た
の
で
、
農
産
物

を
提
供
し
て
も
ら
え
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
。
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
米
ぬ

提
供
を
呼
び
掛
け
、
希
望
す

る
生
産
組
合
に
配
布
。
餌
の

安
定
供
給
が
実
現
し
た
こ
と

で
、
秋
期
の
捕
獲
頭
数
に
成

果
が
表
れ
た
。

春
・
秋
の
年
２
回
実
施
す

る
捕
獲
お
り
現
地
巡
回
検
討

会
で
も
餌
不
足
が
課
題
と
さ

秦
野
市
で
は
、
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
深
刻
化
す

る
一
方
で
、
捕
獲
お
り
に
設

置
す
る
餌
不
足
に
も
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
状
況

を
打
開
し
よ
う
と
、
は
だ
の

都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は

生
産
者
に
規
格
外
農
産
物
の

性
や
煙
火
使
用
時
の
事
故
例

な
ど
を
説
明
。
参
加
者
は
、

煙
火
の
仕
組
み
や
発
射
時
に

本
体
を
固
定
す
る
ホ
ル
ダ
ー

の
作
り
方
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、
実
際
に
煙
火
を
使
用
し

て
持
ち
手
の
位
置
や
発
射
す

る
際
の
向
き
な
ど
を
確
認
し

た
。

習
会
を
開
い

た
。
正
し
い

使
用
方
法
と

安
全
な
取
り

扱
い
方
法
を

農
家
に
指
導

し
、
事
故
を

防
止
し
よ
う

と
初
め
て
実

施
。
組
合
員

合
計

人
が

参
加
し
た
。

か
な
が
わ

鳥
獣
被
害
対

策
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と

㈲
ユ
タ
サ
ン
化
工
の
田
所
豊

代
表
取
締
役
が
、
動
物
の
習

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は

と

の
両
日
、

市
内
で
動
物
駆
逐
用
煙
火
講

農業の担い手づくりの場として、平成年度「はだの市民農業

塾」の受講生を募集します。目的に応じて、３コースから選択でき

ます。

新規就農コースを希望の方は、下記の通り説明会を開催します。

どちらかの日を申し込み、履歴書を持参して必ず出席してくださ

い。当日申込書を配布します。

◎日時 ①２月日（水）午前９時から

②２月日（日）午後２時から

◎場所 ＪＡはだの本所農業団地センター３階ＯＡ会議室

お問い合わせ・申し込みは、はだの都市農業支援センターまで。

☎－7800
項 目

対象者

内 容

受講場所

募集人数

受講料

期 間
その他

申し込み

新規就農コース

新たに市内での農業参入を
希望する方（年間万円以
上の売り上げを目標）
定年帰農により、秦野市で
農業を始める後継者

就農に必要な知識・技術の
習得、露地野菜の慣行栽培
研修（原則２年間の実習）

表丹沢堀山下ふれあい農園
内

人程度

20000円(別途保険料有り)

（１年目）
３月～翌年１月の毎週水曜
日
＊その他農家研修
＊水曜日以外にも収穫など
の作業を実施

（２年目）
３月～翌年１月
農場実習を中心とした実践
研修、その他農家研修

説明会の開催時に申し込み
※面接選考あり

基礎セミナーコース

市民農園などの利用者およ
び利用希望者（農園に空き
がない場合があります）

座学（講義）を中心とした
基礎的な学習

ＪＡはだの本所

人程度

8000円

３～月の土曜日全回を予定

２月１日（金）から電話での先着順受け付け

農産加工セミナーコース

市内で農産加工品の製造販
売を希望する方

農産加工品の製造販売に必
要な知識の習得

ＪＡはだの本所

人程度

3000円

４～月に全８回を予定

市民農業塾の受講生を募集

生
活
福
祉
課
は
、
じ
ば
さ
ん

ず
の
出
荷
者
と
連
携
し
、
秦
野

市
の
特
産
で
あ
る
落
花
生
を
使

っ
た
加
工
品
の
開
発
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。
原
料
の
落
花

生
は
同
課
職
員
が
栽
培
し
、
出

荷
者
に
提
供
し
た
。

同
課
は
、
市
内
の
落
花
生
の

生
産
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る

状
況
を
受
け
、
２
０
１
７
年
６

月
に
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
。
出
荷

者
に
協
力
を
呼
び
掛
け
、
新
た

な
加
工
品
作
り
を
進
め
て
き

た
。今

年
は
７
㌃
の
畑
で
収
穫
し

た
４
㌔
を
提
供
。
そ
の
落
花
生

を
使
用
し
、
加
工
グ
ル
ー
プ
の

「
よ
め
っ
娘
」
が
「
落
花
生
焼

ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
、
堀
山
下
の

大
木
敏
子
さ
ん
が
「
落
花
生
な

ま
す
」
と
「
落
花
生
き
ん
と

ん
」
を
、
羽
根
の
長
澤
里
美
さ

ん
が
「
黒
糖
落
花
生
」
を
そ
れ

ぞ
れ
開
発
し
た
。


日
に
は
、
同
店
で
試
食
販

売
会
を
実
施
。
出
荷
者
と
同
課

職
員
が
店
頭
に
立
ち
、
来
店
者

に
試
食
を
振
る
舞
い
な
が
ら
、

商
品
の
特
徴
や
Ｊ
Ａ
の
取
り
組

み
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
２
月
１
日
か

ら
、
「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
の
に
ん

じ
ん
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
の
販
売
を

始
め
る
。
Ｊ
Ａ
が
地
域
振
興
作

物
に
位
置
付
け
て
い
る
ニ
ン
ジ

ン
「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
」
を
原
料

に
使
用
し
た
も
の
で
、
ニ
ン
ジ

ン
本
来
の
甘
味
と
う
ま
味
が
味

わ
え
る
一
品
だ
。

Ｊ
Ａ
は
２
０
１
４
年
か
ら

「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
」
の
栽
培
を

農
家
に
呼
び
掛
け
、
生
産
拡
大

を
進
め
て
き
た
。
そ
う
し
た

中
、
生
産
者
か
ら
規
格
外
品
の

有
効
活
用
を
要
望
す
る
声
が
上

が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
生
活

福
祉
課
が
じ
ば
さ
ん
ず
で
試
験

的
に
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
の
試

飲
会
を
実
施
。
そ
の
中
で
寄
せ

ら
れ
た
声
を
参
考
に
、
ポ
タ
ー

ジ
ュ
の
開
発
に
着
手
し
た
。

ポ
タ
ー
ジ
ュ
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
安

心
し
て
飲
め
る
よ

う
、
添
加
物
の
使

用
を
で
き
る
限
り

抑
え
た
。
ま
た
、

レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
た

め
、
湯
煎
か
電
子

レ
ン
ジ
で
温
め
る

だ
け
で
手
軽
に
味

わ
え
る
。

生
産
者
の
一

人
、
蓑
毛
の
根
岸
敏
昭
さ
ん
は

「
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
き
っ
か
け

に
、
多
く
の
人
に
秦
野
の
ニ
ン

ジ
ン
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。

ポ
タ
ー
ジ
ュ
は
１
パ
ッ
ク
１

５
０
㌘
入
り
で
、
価
格
は
税
込

み
３
０
０
円
。
じ
ば
さ
ん
ず
な

ど
で
販
売
す
る
。
発
売
日
に
は

同
店
で
試
飲
会
も
開
く
予
定

だ
。

渋
沢
の
峠
地
区
で
長
年
受
け

継
が
れ
て
き
た
特
産
品
「
峠

漬
」
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
、
若

手
加
工
グ
ル
ー
プ
「
峠
屋
―
１

９
７
６
―
」
が
奮
闘
し
て
い

る
。
地
元
農
家
の
高
齢
化
に
よ

り
生
産
が
途
絶
え
か
か
っ
た

が
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
、
同
グ
ル
ー
プ
が
峠
漬

作
り
を
開
始
。
今
秋
の
初
出
荷

を
目
指
し
、
漬
け
込
み
作
業
に

励
ん
で
い
る
。

峠
漬
は
、
同
地
区
で
収
穫
し

た
ダ
イ
コ
ン
ニ
ン
ジ
ン
キ
ュ

ウ
リ
ナ
ス
特
産
で
あ
る
ミ
ツ

バ
の
５
品
目
を
塩
で
漬
け
込
ん

だ
後
に
、
酒
か
す
を
漬
け
替
え

な
が
ら
１
～
２
年
間
掛
け
て
じ

っ
く
り
と
熟
成
さ
せ
た
も
の
。

県
の
「
か
な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
一
品
だ
。

こ
れ
ま
で
地
元
農
家
で
構
成

す
る
「
峠
生
活
グ
ル
ー
プ
」
が


年
以
上
に
わ
た
っ
て
作
り
続

け
て
き
た
が
、
２
０
１
８
年
４

月
に
解
散
。
伝
統
の
味
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
っ
た
中
、
生
活
福
祉

課
の
声
掛
け
を
き
っ
か
け
に
、

同
地
区
の
農
家
出
身
の
横
坂
い

ず
み
さ
ん
ら
が
立
ち
上
が
っ

た
。
「
伝
統
を
大
切
に
し
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
グ
ル
ー

プ
名
に
は
峠
漬
が
誕
生
し

た
１
９
７
６
年
の
数
字
を

入
れ
、

～

代
の
メ
ン

バ
ー
７
人
で
活
動
し
て
い

る
。漬

物
作
り
の
経
験
が
あ

る
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
た

め
、
「
峠
生
活
グ
ル
ー

プ
」
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
工

程
を
教
わ
り
な
が
ら
、
同

課
職
員
と
共
に
野
菜
を
漬

け
込
む
作
業
を
進
め
て
い
る
。

横
坂
さ
ん
は
「
昔
な
が
ら
の

味
を
守
り
つ
つ
、
若
い
人
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
を
販
売
に
生
か
し

て
い
け
た
ら
」
と
意
気
込
む
。

秦
野
市
内
で
農
家
に
よ
る

新
商
品
の
開
発
や
、
伝
統
的

な
特
産
品
を
守
る
若
手
加
工

グ
ル
ー
プ
の
活
躍
な
ど
、
加

工
品
の
普
及
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
農
家
の
所
得
向
上
や

地
域
農
業
活
性
化
に
向
け
、

加
工
品
開
発
な
ど
を
担
当
す

る
Ｊ
Ａ
生
活
福
祉
課
も
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

物など教わったまた

自身が手掛けている加

工品の調理の際に気を

付けていることなど参

加者同士で意見を交換

した。

日には、本所農業

団地センターの調理実

習室で相談会を開い

た。参加者は調理器具

の種類や使い方の他、

用意しておくと便利な

ＪＡはだのは加工品

に携わる農家らの疑問

に答える｢加工相談会｣

を毎月開いている。

相談会は、相談役を

務める県農業技術セン

ター職員の協力を受け

て実施している。すで

に加工品を販売してい

る農家をはじめ、これ

から製造に挑戦する農

家も参加。情報を共有

する場としても一役買

っている。

来店者㊨に加工品をＰＲする農家と同課職員

ニンジンのポタージュを手にする根岸さん
㊧と同課職員

Ｊ
Ａ
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

加工品 伝統守り進取の挑戦も伝統守り進取の挑戦も
落
花
生
で
新
商
品
を

農
家
の
開
発
を
Ｊ
Ａ
が
サ
ポ
ー
ト

今
度
は
ポ
タ
ー
ジ
ュ

ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
の
味
知
っ
て

特
産｢

峠
漬｣

守
ろ
う

出
荷
目
指
す
若
手
グ
ル
ー
プ

農
家
の
疑
問
を
解
決

調
理
器
具
の
使
い
方
を
説
明

野菜の漬け込み作業に励むメンバー

定期相談会を開催

志
賀

し

が

ユ
ミ
子こ

さ
ん(

)

志
賀

し

が

淳
弥

じ

ゅ

ん

や

さ
ん(

)

本
町
の
―

何度も行きたくなる店に

№429
本
町
で
洋
菓
子
店
「
ケ

ー
キ
ハ
ウ
ス

シ
ー
ズ

ン
」
を
営
む
志
賀
ユ
ミ
子

さ
ん
と
息
子
で
店
長
の
淳

弥
さ
ん
。
淳
弥
さ
ん
が
さ

ま
ざ
ま
な
菓
子
店
で
修
行

し
た
後
、
１
９
９
７
年
に

ユ
ミ
子
さ
ん
と
店
を
オ
ー

プ
ン
。
９
年
前
に
現
在
の

場
所
に
移
転
し
、
今
は
家

族
４
人
で
店
を
切
り
盛
り

し
て
い
る
。



心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
？

気
軽
に
来
店
で
き
る
雰

囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
、

お
客
さ
ま
と
の
会
話
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ま
の
要
望
に
も
で
き
る

限
り
応
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
方
で
も
安
心
し
て

ケ
ー
キ
を
楽
し
め
る
よ

う
、
注
文
が
あ
れ
ば
卵
な

ど
を
使
わ
な
い
ケ
ー
キ
も

提
供
し
て
い
ま
す
。



こ
だ
わ
り
は
？

お
い
し
さ
に
妥
協
し
な

い
こ
と
で
す
。
ケ
ー
キ
の

鮮
度
を
落
と
さ
な
い
た
め

に
、
繁
忙
期
の
ク
リ
ス
マ

ス
で
も
冷
凍
保
存
し
た
ス

ポ
ン
ジ
は
一
切
使
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
世
代
や
性
別

問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
人
に

食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
甘
さ
を
控
え
た
食
べ

や
す
い
ケ
ー
キ
を
作
っ
て

い
ま
す
。
店
名
の
通
り
、

季
節
ご
と
の
旬
の
食
材
を

使
う
こ
と
も
こ
だ
わ
り
で

す
。



や
り
が
い
は
？

お
客
さ
ま
が
何
度
も
来

て
く
れ
た
り
、
「
お
い
し

か
っ
た
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
た
り
す
る
こ
と
が
や

り
が
い
に
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
で
一
緒
に
仕
事

が
で
き
る
こ
と
も
う
れ
し

い
で
す
。



Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が

り
は
？

食
材
の
調
達
に
じ
ば
さ

ん
ず
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
地
元
の
新
鮮
な
も
の

が
手
に
入
る
の
で
、
毎
週

買
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。



今
後
の
展
望
は
？

お
客
さ
ま
に
最
良
の
も

の
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

常
に
初
心
を
忘
れ
ず
に
お

い
し
い
ケ
ー
キ
を
作
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

対
局
す
る
参
加
者

花の装飾の前で記念撮影する新成人

新成人の門出を祝う
地場産花で式典華やか

提供を受けた農産物を設置

煙火の事故防止しよう 初 の
講習会

煙
火
の
使
用
方
法
を
確
認
す
る

今後のＪＡ運営について活発に意見交換

捕
獲
お
り
用
の
餌
確
保

農
家
が
規
格
外
農
産
物
提
供

店
頭
に
並
ぶ
秦
野
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ

Ｊ Ａ は だ の 年(平成31年)月日(土曜日) （）第号 総　合（）
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で

積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い｣

と
応
え

た
諸

星
さ
ん
は
「
市
や
Ｊ
Ａ

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
販
路

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

の
三
武
利
夫
さ
ん

千
村
の

石
井
貞
員
さ
ん

下
大
槻
の

髙
橋
仁
志
さ
ん
が
本
所
を
訪

問

高
橋
市
長
と
山
口
組
合

長
に
葉
ニ
ン
ニ
ク
を
手
渡
し

な
が
ら

生
産
状
況
や
調
理

方
法
の
他

消
費
者
の
認
知

度
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
現
状
な
ど
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
し
た
。

高
橋
市
長
は｢

新
た
な
特

産
品
づ
く
り
は
市
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の

中
で
も
、
Ｊ
Ａ
が
地
域
振

興
作
物
に
位
置
付
け
て
い
る

葉
ニ
ン
ニ
ク
「
ハ
ー
リ
ッ

ク
」
は
今
回
が
初
め
て
の
贈

呈
。
鳥
獣
被
害
軽
減
作
物
と

し
て
、
２
０
１
５
年
に
試
験

栽
培
を
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

度
か
ら
本
格
的
に
生
産
拡
大

に
乗
り
出
し
た
農
産
物
だ
。

葉
ニ
ン
ニ
ク
の
生
産
者


人
を
代
表
し

柳
川
の
和
田

稔
さ
ん
と
菖
蒲
の
諸
星
一
雄

さ
ん
和
田
利
一
さ
ん
堀
西

お
い
し
く
な
る
。

定
価
１
５
１
２
円
（
税
込

み
）心

と
体
が
ラ
ク
に
な
る

産
後
の
骨
盤
ケ
ア

す
ぐ
に
役
立
つ
出

産･

育
児
シ
リ
ー
ズ

渡
部
信
子
監
修

小
林
い
づ
み

著

原
田
美
佐
子

著

産
後
に
緩
ん
で
し
ま
っ
た

骨
盤
は
、
き
ち
ん
と
ケ
ア
を

し
て
整
え
れ
ば
そ
の
後
の
体

調
や
育
児
が
ぐ
っ
と
楽
に
。

出
産
の
現
場
で
多
く
の
プ

レ
マ
マ
や
マ
マ
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
現
役
の
カ
リ
ス

マ
助
産
師
に
よ
る
、
産
前
・

産
後
の
ケ
ア
方
法
。

定
価
１
５
１
２
円
（
税
込

み
）

詳
細
な
プ
ロ
セ
ス
で
解
説
。

定
価
１
４
０
４
円
（
税
込

み
）昆

布

か
つ
お
節


煮
干
し

素
材
は

ひ

と

つ

だ

け

シ
ン
グ
ル
だ
し
で


す

ぐ

ご

は

ん

堤

人
美

著

昆
布
や
か
つ
お
節
、
煮
干

し
な
ど
、
素
材
一
つ
で
簡
単

に
と
る
「
シ
ン
グ
ル
だ
し
」

を
作
っ
て
お
け
ば
、
毎
日
の

料
理
は
ぐ
っ
と
楽
に
な
り
、

き
ょ
う
か
ら


料

理

上

手

コ
ツ
が
わ
か
る
か

ら
自
信
が
つ
く

き
ほ
ん
の

皿
と

ア

レ

ン

ジ



山
脇
り
こ

著

料
理
に
自
信
の
な
い
人
は

必
見
！
基
本
の

皿
を
繰
り

返
し
作
れ
ば
確
実
に
料
理
の

腕
が
上
が
る
。
は
じ
め
て
で

も
お
い
し
く
作
れ
る
こ
つ
を

㌔
を
施
用
し
ま
す
。

登
録
薬
剤
に
注
意

病
害
虫
で
は
、
う
ど
ん
こ

病
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ハ
モ

グ
リ
バ
エ
類
な
ど
が
問
題
と

な
り
ま
す
。
春
先
か
ら
発
生

に
注
意
し
、
早
め
の
防
除
を

心
掛
け
て
下
さ
い
。

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
農

薬
登
録
に
お
け
る
適
用
作
物

名
は
「
さ
や
え
ん
ど
う
」
で

す
。
そ
の
た
め
、
「
さ
や
え

ん
ど
う
」
、
「
豆
類
（
未
成

熟
）
」
、
「
野
菜
類
」
に
登

録
の
あ
る
農
薬
が
使
用
可
能

で
す
。
必
ず
農
薬
の
ラ
ベ
ル

を
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

収
穫
適
期
は
、
開
花
後


日
前
後
の
莢
（
さ
や
）
で

す
。
過
熟
莢
は
甘
味
が
少
な

い
の
で
、
取
り
遅
れ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

（
吉
岡
）

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

（
直
径
９
㌢
）
以
上
の
ポ
リ

ポ
ッ
ト
を
使
い
、
１
鉢
３
～

４
粒
ま
き
と
し
ま
す
。

定
植
は
本
葉
２
枚
以
内
の

小
苗
で
行
い
ま
す
。
大
苗
は

寒
さ
に
弱
く
植
え
傷
み
し
や

す
い
で
す
が
、
小
苗
で
あ
れ

ば
、
５
度
前
後
の
低
温
に
も

耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

排
水
・
保
水
性
が
良
く
、

地
力
の
あ
る
圃
場
を
選
ん
で

作
付
け
し
ま
す
。
施
肥
量
は

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
よ
り
２
～
３

割
増
と
し
、
元
肥
の

㌃
当

た
り
成
分
量
は
窒
素
（
Ｎ)



リ
ン
酸
（
Ｐ
）
、
カ
リ(

Ｋ)

＝
４
㌔
、

㌔
、

㌔
と
し

ま
す
。
ベ
ッ
ド
幅
は
１
０
０

～
１
２
０
㌢
と
し
、
黒
マ
ル

チ
を
し
ま
す
。
株
間
は

～


㌢
と
し
ま
す
。

定
植
後
は
１
㍍
程
度
の
支

柱
を
立
て
て
誘
引
し
ま
す
。

追
肥
は
５
月
上
旬
に

㌃

当
た
り
の
成
分
量
で
Ｎ
、

Ｐ
、
Ｋ
＝
６
㌔
、
０
㌔
、
６

春
ま
き
栽
培
に
は

つ
る
な
し
種
を
選
ぶ

春
ま
き
は
栽
培
期
間
が
短

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

ま
い
て
、
収
穫
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
品
種
は
「
ホ
ル

ン
ス
ナ
ッ
ク
」
「
ス
ナ
ッ
ク

２
号
」
（
と
も
に
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）
な
ど
の
極
早
生
ま
た

は
早
生
の
つ
る
な
し
種
を
選

び
ま
す
。

つ
る
あ
り
種
で
は
、
収
穫

開
始
が
遅
れ
て
収
量
が
落
ち

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。２

月
中
旬
ま
き

本
葉
２
枚
で
定
植

播
種
が
遅
れ
る
と
、
分
枝

が
少
な
く
な
り
、
収
量
も
減

っ
て
し
ま
う
の
で
、
種
子
は

早
め
に
準
備
し
ま
す
。
発
芽

適
温
は

～

度
な
の
で
、

ハ
ウ
ス
育
苗
と
し
、
加
温
が

必
要
で
す
。
育
苗
は
３
寸

儴儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

５
～
６
月
取
り
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
歯

応
え
と
甘
味
が
特
徴
で
、
直

売
所
で
も
人
気
の
野
菜
で

す
。今

回
は
春
ま
き
栽
培
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

▽
神
奈
川
県
農
業
共
済
組

合
長
賞
・
入
選
＝
片
野
和
彦

（
戸
川
）
▽
全
農
神
奈
川
県

本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
・

入
選
＝
須
藤
操
（
菖
蒲
）
▽

神
奈
川
青
果
株
式
会
社
秦
野

市
場
社
長
賞
＝
小
泉
芳
雄

（
名
古
木
）
▽
入
選
＝
北
村

彰
（
堀
山
下
）◇

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
は


日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
を
巡
回
し
て
立
毛
共
進

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

◎
優
秀
賞
＝
小
野
孝
允

（
千
村
）
今
井
勲
（
羽
根
）

藤
間
孝
男
（
千
村
）

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

神
奈
川
県
い
ち
ご
連
は


日
、
Ｊ
Ａ
さ
が
み
海
老
名
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
い
ち
ご

品
評
会
を
開
い
た
。
審
査
の

結
果
は
次
の
通
り
。

８
人
が
本
所
選
果
場
で
果
実

の
貯
蔵
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
。

軟
化
や
傷
が
つ
い
た
果
実
を

一
つ
ず
つ
取
り
除
い
た
。

恩
蔵
和
夫
部
長
は
「
今
年

も
品
質
の
高
い
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
が
出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
も
部
員
一
丸
と

な
っ
て
生
産
に
励
ん
で
い

く
」
と
話
し
た
。

月
か
ら
Ｊ
Ａ
の
冷
蔵
庫
を
利

用
し
て
保
管
し
て
き
た
。


日
に
は
出
荷
に
向
け
、
部
員

ン
ド
な
ど
か
ら
の
輸
入
品
と

の
競
合
を
避
け
て
有
利
販
売

に
つ
な
げ
る
た
め
、
昨
年


果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
部
が
生
産
す
る
「
ヘ
イ
ワ

ー
ド
」
が
、
出
荷
本
番
を
迎

え
た
。
台
風
に
よ
る
被
害
が

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
よ
り
２
㌧
ほ
ど
多
い
、
約


㌧
を
集
荷
。
果
実
に
甘
さ

が
乗
り
、
品
質
も
上
々
だ
。

県
内
外
の
市
場
や
じ
ば
さ
ん

ず
な
ど
に
、
４
月
上
旬
ま
で

出
荷
を
続
け
る
予
定
だ
。

同
部
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

を
育
苗
箱
に
潅
注
（
か
ん
ち

ゅ
う
）
す
る
こ
と
な
ど
を
学

ん
だ
。

し
て
、
苗
立
枯
病
に
は
潅
水

（
か
ん
す
い
）
を
控
え
て
保

温
に
努
め
る
こ
と
や
、
農
薬

と
根
腐
れ
の
回
避
に
注
意
す

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

さ
ら
に
、
病
害
へ
の
対
策
と

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
大

根
支
所
と
本
所
で
水
稲
育
苗

講
習
会
を
開
い
た
。
栽
培
農

家
の
育
苗
技
術
の
向
上
を
図

り
、
優
良
苗
を
確
保
し
よ
う

と
初
め
て
企
画
し
た
も
の
。

組
合
員

人
が
参
加
し
、
講

師
を
務
め
る
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
育
苗
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

参
加
者
は
播
種(

は
し
ゅ)

す
る
２
～
３
日
前
に
床
土
を

消
毒
す
る
こ
と
や
、
良
質
な

種
子
を
選
別
す
る
「
塩
水

選
」
を
徹
底
す
る
こ
と
な
ど

を
学
習
。
育
苗
中
の
管
理
方

法
に
つ
い
て
も
説
明
を
受

け
、
平
ら
で
日
当
た
り
が
良

く
風
通
し
が
良
好
な
場
所
で

管
理
す
る
こ
と
や
、
育
苗
箱

に
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
く
場
合
は

穴
を
開
け
て
水
は
け
の
確
保

だ
の
剰
余
金
の
処
分
及
び
役

員
報
酬
に
つ
い
て

▽
高
額
貸
出
金
の
借
入
申

し
込
み
に
つ
い
て

▽
共
済
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

要
領
等
」
の
一
部
改
正
に
つ

い
て▽

㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

だ
の
臨
時
株
主
総
会
の
招
集

及
び
議
題
に
つ
い
て

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

▽
２
０
１
９
年
度
事
業
計

画
基
本
方
針
（
継
続
案
）
に

つ
い
て

▽
２
０
１
９
年
度
事
業
計

画
（
素
案
）
に
つ
い
て

▽
「
自
己
資
本
比
率
算
出

▽
運
営
基
本
構
想
・
第
五

次
中
期
経
営
計
画
（
素
案
）

に
つ
い
て

１
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

合
わ
せ
先

▼
神
奈
川
県
農
業
共
済
組

合
☎

－
３
２
１
１

青
色
申
告
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

▼
平
塚
税
務
署
☎

－
１

４
０
０
、
ま
た
は
組
織
教
育

課
☎

－
７
７
１
４

青
色
申
告
を
行
う
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）
は
収
入
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

収
入
保
険
は
、
全
て
の
農

産
物
を
対
象
に
自
然
災
害
や

価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
収
入

減
少
が
生
じ
た
場
合
に
補
償

す
る
保
険
で
す
。
神
奈
川
県

農
業
共
済
組
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め

る
方
は
、
原
則
、
そ
の
年
の

３
月

日
ま
で
に
所
轄
の
税

務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申

請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◇

収
入
保
険
に
関
す
る
問
い

市内の農家が、地場産農産物の消費拡大に向

けた活動を展開している。日には柿研究会

が、日には葉ニンニクの生産者が、日には

花き部会のバラ部とカーネーション部が高橋昌

和市長や山口政雄組合長を訪問。丹精して育て

た農産物を贈り、認知度向上に向けたＰＲと継

続的な支援を要請した。

〈
短
歌
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

狭
間
な
る
雲
を
通
し
て
初
光

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

は
る
か
な
る
磴
の
二
百
を
初
詣髙

橋

順
子
（
大
秦
町
）

泥
大
根
の
山
ゆ
ら
ゆ
ら
と
猫
車柳

川
み
ち
子
（
栄

町
）

合
掌
の
も
ろ
手
を
染
め
て
初
日
の
出

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

達
筆
の
黒
い
瞳
や
年
賀
状

森
高

由
子
（
渋

沢
）

シ
ベ
リ
ヤ
発
寒
波
ゴ
ツ
ン
と
突
き
当
た
る

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

初
夕
べ
潮
目
織
り
な
す
相
模
湾吉

田

清
美
（
渋

沢
）

手
締
し
て
よ
り
盛
り
上
が
る
だ
る
ま
市

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

千
木
を
照
り
鰹
に
注
ぐ
初
光

志
賀

明
子
（
渋

沢
）

惜
し
む
無
く
お
節
を
膳
に
溢
れ
さ
す

芦
川

松
江
（
八

沢
）

駅
伝
の
遅
れ
虚
し
く
捨
て
ら
れ
て

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

お
め
で
た
は
持
っ
て
生
ま
れ
た
性
な
れ
ば

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

今
風
の
横
文
字
略
語
に
四
苦
八
苦

老
い
二
人
し
て
解
く
の
も
楽
し久

保
田

浩
（
寺

山
）

評

昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
ま
さ
に
こ
の

歌
の
通
り
横
文
字
と
略
語
の
氾
濫
は
目
に
余

る
。
外
国
語
あ
り
日
本
語
あ
り
、
そ
れ
が
皆

ロ
ー
マ
字
で
頭
文
字
の
略
語
と
き
た
ら
ま
さ

に
ク
イ
ズ
で
あ
る
。
こ
の
歌
言
い
得
て
い

る
。

紅
の
色
鮮
や
か
な
冬
イ
チ
ゴ

含
め
ば
口
に
春
の
広
が
る

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

美
智
子
妃
を
労
わ
り
な
さ
る
天
皇
の

御
心
に
ふ
れ
目
頭
う
る
む

細
田

富
士
（
千

村
）

杖
つ
く
手
と
め
て
見
上
ぐ
る
飛
行
機
雲

異
国
に
学
び
し
孫
思
い
出
ず

今
井

か
め
（
羽

根
）

歳
末
の
ス
ー
パ
ー
の
床
に
転
が
り
て

子
供
の
靴
が
ひ
っ
そ
り
と
あ
り
ぬ

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

初
霜
の
光
る
菜
園
に
イ
ノ
シ
シ
の

掘
り
遺
し
た
る
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
る

伊
東

久
（
渋

沢
）

妻
あ
り
し
宛
名
の
ま
ま
に
お
く
り
く
れ
ぬ

弟
は
忌
明
け
の
年
賀
は
が
き
を

選
者

ダイコンバーガーダイコンバーガー
南支部 栗原

く り は ら

悦子
え つ こ

さん

■材料（４人分）■

ダイコン１／８本、サニ

ーレタス１枚、ニンジン

薄切り２～３枚、キュウ

リ薄切り２～３枚、ハム

１枚

＜作り方＞

①ダイコンの皮をむき、薄めの輪切りにして横に

切れ目を入れる。塩を振って１日おく。

②ダイコンの水を切り、サニーレタス、ニンジ

ン、キュウリ、ハムを挟む。

③好みでドレッシングを掛けて召し上がれ。

＜ひとことアドバイス＞

サラダをおしゃれに盛り付けられます。ニンジ

ンの他、トマトを挟んでも色合いがきれいです。

季節の野菜を入れてアレンジしてみてください。

結婚相談日

２月日（日）

時間 午前９時～正午

場所 本所農業団地センター

１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

税務相談日 ２月日（火）
午前９時分～

法務相談日 ２月日（木）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

相 談 窓 口 は

農業共済組合

相 談 窓 口 は

農業共済組合

収入保険に加入しよう！

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
は
２
月

２
日
（
土
）
～

日
（
月
）
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
栽
培
に
必
要
な
肥
料
や

農
薬
な
ど
を
特
別
価
格
で
販
売
し

ま
す
。
こ
の
お
得
な
機
会
に
ぜ
ひ

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
２
月
３
日(

日)

午
前


時
か
ら

本
所
３
階
百
合
の
間
で

｢

ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
講
習
会｣

を
開

き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
は
だ
の
ま
で
。
☎

－
７
７
１

９

ＪＡグリーンは農家を応援します

ジャガイモ栽培関連

資材割引キャンペーン

ジャガイモ栽培関連

資材割引キャンペーン

２月２日(土)～日(月)

優良な稲苗確保へ初講習会

多
く
の
農
家
が
参
加
し
た
水
稲
育
苗
講
習
会

果
実
の
状
態
を
一
つ
ず
つ
確
認
す
る
部
員

キ
ウ
イ
出
荷
さ
あ
本
番

甘
さ
も
乗
っ
て
品
質
上
々

市長らに農産物

葉
ニ
ン
ニ
ク

バ
ラ


カ
ー
ネ

干
し
柿
贈
呈

高橋市長と山口組合長に葉ニンニクのＰＲを要請

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(平成31年)月日(土曜日) 年(平成31年)月日(土曜日) （）
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习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习

乤习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习

乤
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习

儵儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儵
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

本町支部

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
本
町
支
部
は


日
、
本
町
支
所
で
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教

室
を
開
い
た
。
花
き
農
家
を

営
む
東
支
部
の

田
真
弓
さ

ん
を
講
師
に
、

人
が
ミ
ニ

ア
レ
ン
ジ
を
作
っ
た
。

花
は
、

田
さ
ん
が
育
て

た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ト

ッ
ク
の
他
に
、
宿
根
カ
ス
ミ

ソ
ウ
や
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
を
用

意
。
部
員
は
花
の
挿
し
方
や

順
番
な
ど
を
教
わ
り
、
家
庭

で
も
気
軽
に
飾
れ
る
カ
ッ
プ

型
の
小
鉢
を
使
用
し
て
思
い

思
い
に
花

を
飾
り
付

け
た
。
色

鮮
や
か
な

オ
リ
ジ
ナ

ル
の
作
品

を
作
り
上

げ
た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

ル
ー
プ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大
切
な

機
会
。
発
表
を
見
た
方
が
、

女
性
部
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
」
と
語
っ

た
。

「
た
く
さ
ん
の
活
動
が
あ
る

の
で
見
て
い
て
楽
し
い
」
な

ど
と
話
し
た
。

熊
澤
淳
子
部
長
は
「
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
グ

作
品
が
ず
ら
り
。
今
年
の
干

支
（
え
と
）
の
イ
ノ
シ
シ
を

模
し
た
作
品
が
多
く
並
び
、

た
く
さ
ん
の
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
。

観
客
は
「
発
表
者
が
み
ん

な
い
き
い
き
し
て
い
る
」

ス
テ
ー
ジ
で
は
、

組
の

グ
ル
ー
プ
が
日
本
舞
踊
や
ダ

ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
多
彩
な
演
目
を
発

表
。
観
客
を
巻
き
込
み
、
一

緒
に
体
を
動
か
す
演
目
も
あ

り
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て

盛
り
上
が
っ
た
。
本
部
役
員

は
、
駆
け
付
け
た
「
や
え
の

ち
ゃ
ん
」
や
「
ぴ
ー
な
マ

ン
」
と
共
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

体
操
と
踊
り
を
披
露
し
た
。

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

は
、

組
の
グ
ル
ー
プ
の
手

芸
や
絵
手
紙
、
書
道
な
ど
の

利
用
担
当
へ
ご
連
絡
を
。
☎


－
９
６
５
４

さ
わ
や
か
農
園

利

用

者

募

集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
で
は
荒
廃
農

地
対
策
の
一
環
と
し
て
設
け

て
い
る
「
さ
わ
や
か
農
園
」

の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。◎

場
所
（
面
積
）

①
羽
根
４
６
３
―
１
（
１

０
０
平
方
㍍
２
区
画
）
②
菩

提
５
０
４
（
３
０
６
平
方
㍍

・
４
１
０
平
方
㍍
そ
れ
ぞ
れ

１
区
画
）
③
菩
提
３
４
９
―

３
（
１
４
８
平
方
㍍
１
区

画
）
④
横
野
１
―
１
（
２
１

０
平
方
㍍
１
区
画
）
※
小
規

模
な
ど
へ
の
区
画
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
。

◎
利
用
料

年
間
６
０
０

０
円
（
１
０
０
平
方
㍍
当
た

り
）区

画
が
埋
ま
り
次
第
終
了

と
な
り
ま

す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
北
支
所
・

栗
原
ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
☎

－
１
６
２

９
野
ネ
ズ
ミ
駆
除
の

実
施
に
つ
い
て

農
作
物
・
飼
料
作
物
の
被

害
防
止
お
よ
び
ツ
ツ
ガ
ム
シ

病
の
防
除
に
よ
る
農
産
物
の

生
産
と
品
質
の
向
上
を
目
的

に
野
ネ
ズ
ミ
駆
除
を
実
施
し

ま
す
。

◎
日
時

２
月
９
日(

土)

午
後
１
時
～

※
雨
天
の
場
合
は

日

（
日
）
午
後
１
時
～

◎
対
象
地
区

上
地
区

お
問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

農
業
に
従
事
さ
れ
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
秦
野

市
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地

◎
時
給

１
５
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時

分

～
午
後
５
時
（
休
憩
１
時

間
）◎

勤
務

週
３
日
以
上

（
月
に
１
回
土
曜
出
勤
有

り
、
日
・
祝
日
は
休
み
）

◎
待
遇

交
通
費
規
定
支

給
、
社
会
保
険
加
入
（
週
４

日
以
上
勤
務
の
方
）

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
は

だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

☎

－
７
２
１
０

生
産
緑
地
地
区

の
取
得
あ
っ
せ

ん

に

つ

い

て

秦
野
市
か
ら
生
産
緑
地
法

第

条
に
基
づ
き
、
下
記
の

土
地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の

あ
っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

◎
業
務
内
容

訪
問
介
護

◎
資
格

介
護
職
員
の
初

任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
）
、
要
普
通

免
許◎

時
給

１
２
１
０
円

（
土
日
祝
の
加
給
有
り
）

※
採
用
３
カ
月
ま
で
は
時

給
１
０
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
６
時

※
時
間
・
勤
務
日
は
応
相

談
◎
待
遇

制
服
貸
与
、
交

通
費
規
定
支
給

◇
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◎
資
格

要
普
通
免
許
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

方
。
実
務
経
験
の
有
る
方
、

介
護
保
険
認
定
調
査
が
で
き

る
方
歓
迎

っ
て
１
回
じ
ゃ
な
い
～
」

◎
参
加
費

無
料

◎
定
員

１
０
０
人

※

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。◎

申
込
期
日

２
月
８
日

（
金
）
ま
で

◎
申
込
先

各
支
所
・
支

店
お
問
い
合
わ
せ
は
㈱
協
同

コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
ま
で
。

☎

－
２
３
２
９

ヘ

ル

パ

ー

と

ケ
ア
マ
ネ
募
集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
働
き
や
す
い

職
場
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
資

産

管

理

セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

資
産
運
用
部
会
と
税
務
研

究
会
の
会
員
を
対
象
に
、
資

産
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

◎
開
催
日
時

２
月

日

（
土
）
午
後
１
時

分
～
同

３
時◎

場
所

本
所
３
階
虹
の

間
◎
講
師

税
理
士
法
人
オ

フ
ィ
ス
オ
ハ
ナ

吉
野
麻
季

氏
◎
講
演
内
容

「
女
性
か

ら
見
た
相
続
税
の
話
～
相
続

当
日
は
農
機
担
当
者
が
会

場
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

パ
ー
ト
職
員
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
と
特
産
セ
ン

タ
ー
渋
沢
店
の
パ
ー
ト
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
働
き

や
す
い
職
場
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し

◎
時
給

じ
ば
さ
ん
ず
は

１
０
１
５
円

特
産
セ
ン
タ

ー
渋
沢
店
は
９
８
５
円

◎
時
間

じ
ば
さ
ん
ず
は

午
前
８
時
～
午
後
７
時
、
特

産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店
は
午
前

８
時

分
～
午
後
８
時

※

両
店
と
も
時
間
内
で
シ
フ
ト

制
◎
待
遇

社
会
保
険
完

備
、
交
通
費
規
定
支
給
、
車

両
通
勤
可
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

０
７加

工
相
談
会
を
開
催

加
工
品
を
出
荷
・
販
売
し

て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
加
工

の
販
売
を
検
討
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
加
工
品
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
予
約
制
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

時
間
を
生
活
福
祉
課
ま
で
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

◎
日
時

２
月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

２
月

日(
日)
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
開
始
時
刻

の
変
更
に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
、
２
月

日
（
日
）

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
の
取
引

開
始
時
刻
が
午
前
８
時

分

か
ら
午
前
９
時
に
な
り
ま

す
。な

お
、
当
Ｊ
Ａ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
で
の
提
携
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
セ
ブ
ン
銀
行
・
イ
ー
ネ

ッ
ト
・
ロ
ー
ソ
ン
な
ど
）
の

ご
利
用
に
つ
い
て
も
、
取
引

開
始
時
刻
は
午
前
９
時
か
ら

と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

農
業
機
械
展
示

予
約
会
を
開
催

◎
日
時

２
月
１
日(

金)

～
２
日
（
土
）
午
前
９
時
～

午
後
３
時

分

◎
会
場

Ｊ
Ａ
全
農
か
な

が
わ
（
平
塚
市
田
村
）

農
業
機
械
・
資
材
メ
ー
カ

ー
が
出
店
し
、
農
業
機
械
の

展
示
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
る
他
、
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
ミ
ニ
講
習
会
も
開
か
れ

ま
す
。

※
２
日
（
土
）
に
は
中
古

農
機
販
売
会
が
開
か
れ
ま

す
。入

札
受
け
付
け
は
午
前
９

時
～

時

分
。
正
午
か
ら

入
札
発
表
し
ま
す
。

ャ
ッ
プ
の
回
収
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
熊
澤
淳
子
部
長
は

「
来
所
者
や
地
域
住
民
に
新

年
を
気
持
ち
良
く
過
ご
し
て

ほ
し
い
。
女
性
部
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
部
員
の
力
を

結
集
し
て
地
域
の
力
に
な
れ

れ
ば
」
と
話
し
た
。

グ
を
使
っ
て
空
き
缶
や
た
ば

こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
拾
っ

た
。
清
掃
中
は
女
性
部
活
動

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
Ｊ
Ａ
女

性
部
」
と
書
か
れ
た
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
身
に
着
け
た
。

「
く
ら
し
と
環
境
の
活

動
」
で
は
、
他
に
も
エ
コ
キ

活
動
」
の
一
環
で
、
地
域
貢

献
と
部
員
の
環
境
へ
の
意
識

向
上
が
目
的
。
本
部
役
員


人
が
ご
み
拾
い
に
励
み
、


分
で

㍑
の
ご
み
袋
３
袋
分

を
集
め
た
。

部
員
は
３
班
に
分
か
れ
、

敷
地
内
や
外
回
り
の
清
掃
を

開
始
。
垣
根
の
中
な
ど
も
細

か
く
確
認
し
な
が
ら
、
ト
ン

き
れ
い
な
Ｊ
Ａ
で

気

持

ち

良

く

本
所
周
辺
を
掃
除

女
性
部
は
８
日
、
本
所
周

辺
で
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。

同
部
の
「
く
ら
し
と
環
境
の

部
員
は
「
季
節
も
の
を
使

っ
て
い
る
か
ら
実
践
し
や
す

い
。
家
族
に
も
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

北支部

料
理
講
習
会

北
支
部
は

日
、

調
理
実
習
室
で
料
理

講
習
会
を
開
い
た
。

部
員

人
が
、
季
節
の
地
場

産
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
を

作
っ
た
。

講
師
を
務
め
た
の
は
、
料

理
好
き
が
集
ま
り
調
理
を
楽

し
ん
で
い
る
目
的
別
趣
味
グ

ル
ー
プ
「
お
い
し
い
輪
！｣



健
康
を
意
識
し
、
体
が
温
ま

る
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
炊
き

込
み
ご
飯
や
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
す
る
煮
干
し
を
使
っ

た
あ
え
物
な
ど
４
品
を
部
員

に
教
え
た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

大根支部

親
睦
会

大
根
支
部
は


日
、
「
一
の
屋
」
で

親
睦
会
を
開
い
た
。

部
員

人
が
、
食
事

を
味
わ
い
な
が
ら
交
流
を
深

め
た
。

今
年
は
、
２
年
１
期
の
班

長
切
り
替
え
の
年
。
部
員

は
、
会
話
を
し
な
が
ら
懐
石

料
理
を
堪
能
。
旅
行
や
料
理

講
習
な
ど
の
活
動
を
振
り
返

っ
た
り
、
身
の
上
話
に
花
を

咲
か
せ
た
り
と
会
話
を
楽
し

ん
だ
。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

女
性
部
は

日
、
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
文
化
交

流
会
を
開
い
た
。
同
部
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ
が
日

頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を

募
る
な
ど
活
性
化
を
図
っ
た
。
発
表
者
、
観
客
ら
合

わ
せ
て
３
２
０
人
が
来
場
し
、
華
や
か
な
舞
台
を
楽

し
ん
だ
。

２月の女性部行事予定表２月の女性部行事予定表

１日（金）13：30～本部役員会
５日（火）10：00～フレッシュミセスのつどい

〃 10：00～パルシステム説明会（南支所）
６日（水）９：00～第61回全国家の光大会(７日まで)
８日（金）９：00～支部役員会（大根・西）

〃 ９：30～支部役員会（本町）
〃 10：00～パルシステム説明会（大根支所）
〃 10：30～西支部「しいたけ作り」
〃 11：00～北支部「親睦会」
〃 13：00～支部役員会（北）
〃 13：00～パルシステム説明会（本町支所）
〃 13：30～支部役員会（南）
〃 15：00～南支部「しいたけ作り」
〃 15：00～パルシステム説明会（北支所）

12日（火）９：00～支部役員会（東）
〃 ９：00～上支部「しいたけ作り」
〃 10：00～パルシステム説明会（東支所）
〃 13：00～支部役員会（上）
〃 15：00～パルシステム説明会（上支所）

13日（水）10：00～パルシステム説明会（西支所）
〃 13：30～パルシステム説明会（本所）

14日（木）10：00～東支部「親睦会」
19日（火）９：00～歩こう会
21日（木）13：30～女性のＪＡ運営参画に関する研修

会

｢シャトルズ｣

代表 守屋
も り や

悦子
え つ こ

さん

私
た
ち
シ
ャ
ト
ル
ズ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル

で
、
第
２･

４
の
月
曜
日
に
練
習
し
て
い
ま
す
練
習

半
分

語
り
合
い
半
分
の
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
場
で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ
て
人

生
を
語
り
、
今
日
を
語
り
、
ま
た
明
日
へ
と
、
笑
い

声
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

老
い
も
若
き
も
年
を
忘
れ
、
体
育
館
に
響
く
の
は

シ
ャ
ト
ル
の
音
よ
り
笑
い
声
で
、
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
す
。
必
ず
２
人
以
上
が
参
加
す
る
よ
う
に

鍵
当
番
を
２
人
ず
つ
決
め
て
順
番
に
回
し
て
い
る
の

で
、
誰
も
来
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
笑
顔
が
明
日

へ
の
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2018年度女性部座談会日程表

１月28日(月)

１月29日(火)

１月30日(水)

１月31日(木)

９：30～11：30

会場

大根支所
（大根）

北矢名児童館
（大根）
10：00～

鶴巻支店
（大根）

西大竹会館
（南）

秦野駅前支店
（南）

名古木会館
（東）

東支所
（東）

黒木欠畑会館
（西）

渋沢公民館
（西）

堀山下関
自治会館(西)

13：30～15：30

会場

蓑毛下会館
（東）

本町支所
（本町）

三屋会館
（北）

南平会館
（大根）

かわじ荘
（上）

15：00～

宮町会館
（南）

西支所
（西）

菩提中会館
（北）

生産品目
手作りこんに

ゃく

こんにゃくは、水分量や火

加減などを調整しながら３年

ほど掛けてレシピを完成させ

ました。夏には、大葉やトウ

ガラシを入れた刺し身こんに

ゃくも出しています。煮物に

使う時は、煮立てた後に火を

止めて１時間以上冷ますと味

が染みておいしくなります。

ぜひ試してみてください。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

菩提の 古谷
ふ る や

とみ子
こ



【２月のイベント】

☆「ユースマルシェ」２日(土)

青年部員がダイコン、ヤーコ

ンサトイモの対面販売の他

ほうとうの試食会なども行い

ます。

☆「節分」３日（日）

豆まき用の大豆を販売します

☆「国産豚の加工品」５日(火)

おなじみ㈱フリーデンの対面

販売です。

☆「バレンタインフェア」９日

（土）、日（日）

バレンタインの関連商品を販

売します

☆「乾物大集合」９日（土）、

日（日）

乾物をはじめとした珍味の数

々をご用意。セット購入がお

得です

☆「果物フェア」日（土）、

日（日）

秦野産や産地間提携先の旬の

果物を販売します。

☆「桃の節句」日（土）、

日（日）

秦野産の桃の花や農家手作り

の加工品を販売します。

☆「お茶フェア」日（土）、

日（日）

生産者が秦野産の茶を試飲販

売します。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったお手軽料理

をご紹介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。

※一部商品を除く。

◎２月日（火)は定休日です

また、日は棚卸のため午後３

時閉店になります。

絵
手
紙
や
手
芸
な
ど
の
作
品
が
並
ん
だ

「
明
日
輝
く
た
め
に
」
を
合
唱

オリジナル体操と踊りを披露

文化交流会

歌
や
ダ
ン
ス
作
品
を
展
示

歌
や
ダ
ン
ス
作
品
を
展
示

活
性
化
へ
成
果
発
表

活
性
化
へ
成
果
発
表

土地の所在および地番

三屋番１

鶴巻北３丁目1388番１

下大槻353番２

下大槻315番の一部、316番

地目

畑

畑

畑

畑

面積（平方㍍）

2010

1180

793

50232

ミ
ニ
ア
レ
ン
ジ
作
り
に
挑
戦

清
掃
活
動
に
励
む
部
員

調
理
に
励
む
部
員

（） 年(平成31年)月日(土曜日) 年(平成31年)月日(土曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


